
あとがき

「多くの人と出会いました。境遇、職種など全く別世界の人、頭を使う人、1本を使う人、

何かしら困り感を持った 人 ……。出会ったみんなが違った形で 自分のエネルギ ーを

精 一 杯使っているのを感じました。自分も一 緒に精一 杯頑張っていきたいと思います」

愛媛県立中央病院l」＼児科主任部長 山本 英 一

「巳本全国の取り組みを知ることができて、愛媛での拠点のあり方を模索していく足

がかりとなりました。相談カ ーの活躍の揚が、益々拡がっていくよう努めていきます。令

後も子とも達の目線で歩んでいきたいです」

たんぽぽクリニックl」＼児科 大藤 佳子

「子ども会議では子どもたちの心理状態を知り、発信者としてのキャリア形成の難し

さと意義を痛感しました。また、先進地視察では様々な事業展開から多大な刺激を受け、

愛媛ならではの拠点のビジョンが膨らみました」

愛媛大学大学院教育学研究科准教授 樫木 暢子

「子どもだった頃、周囲の小さなことが日々大切で、心が大きく揺れていたことを思

い出しました。視察や交流から、全国に仰間がいることも知りました。「子どもたちの想

いに付いていこう」と改めて覚悟が決まりました。感謝J

公益財団法人日本訪問看護財団松山相談支援センタ ー 管理者 西村 幸

「日本財団からサポ ートをいただいたことで、子ともとその家族を支援している全国

のさまさま な 人々と ネットワ ー クを築き、知恵や工夫をいただ くことができました。

この財産を 活かして、イベントや相談事業を 令後より強化しつつ、行政や教育、医療現

場のネットワ ー クを安定的なものとして、慢性疾患を抱える愛媛の子ともとその家族

の支援 へ活用させていきます」

愛媛大学医学部附園病院NICU副看護師長 源田美香

2年間日本財団のサポ ー トをいただき「健康問題のある子どもの地域連携ハブ拠点

づくり』事業を行わせていただ きました。全国の様々な取り組み ・ 人にも出会い、愛媛

に足りないものは？自分たちの足りないものは？を常に問いながら事業に取り組む

ことが出来ました。全国に1叫間ができた ことで一 人ではない、みんながいる、寄り添

う側の立場として安l加1感を持つことができました。

これからは自分たちの地域で制度の狭問にある問題や福祉サ ー ビス対象外の問

題解決のため、よりー 暦の努力をしていこうと思っております。病気のあるお子さん、

きょうだい、その仲間、こ家族皆さんの笑顔があふれる拠点となるように相談カ ー の

役割を果たしていけるよう、今後も頑張っていきたいと思います。

ここへ行けばなんとかなるという存在に

特定非営利活動法人ラ ・ ファミリエ 西 朋子

日山 朋乃
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檜垣 高史

山本 英一

大藤 佳子

樫木 暢子

西村 幸

土谷 仁美

源田 美香

西 朋子

巳山 朋乃

ー 管理者

ー ジャ ー

愛媛大学医学部地域小児 ・ 周産期学教授

愛媛県立中央病院小児科主任部長

たんぽぽクリニックl」＼児科

愛媛大学大学院教育学研究科准教授

公益財団法人日本訪問看護財団 松山相談支援センタ

松山赤十字病院看護師長

愛媛大学医学部附属病院NICU副看護師長
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